




 

 ヒトの行動の発達に関する研究は、乳幼児から成人にいたるまで医学、心理学などのさ

まざまな立場から研究され体系づけられている。しかしながら、その対象を胎児に求める

と、行動という概念そのものが、個々の研究者間で解釈に相異を認める様に未だ確立され

たものではない。このような状況のなかで、われわれは胎児行動を神経系ことに中枢神経

系活動の一表現型とみなし、個々の動きの変化と各々の調和の過程を観察することから、

その発達過程を明らかにしていくことが、胎児発達行動科学の道を拓くものと考えている。

そして、これまで正常胎児において、水晶体エコーの動きを指標とした眼球運動と、膀胱

容積の経時的計測による蓄尿・排尿現象の胎令に伴う変化の過程から、両機能の発現を制

御する中枢神経系機構の発達を論じて来た。しかしながら、動物実験で両中枢の局在部位

は推定されてはいるものの、ヒトにおいては未だ解明に至ってはいない。今回は、その解

明のための、人胎児のモデルとして胎児中枢神経系欠損例である無脳児の 1例で両機能の

観察結果と剖検結果から、両中枢の発現部位を検討したので報告する。 


